
 
 
 
 
 
 
PRESS RELEASE   

平成 17年 3月 1日 

ジャパン ケーブルキャスト株式会社 

 

㈱京都ケーブルコミュニケーションズ、JC-HITS利用で 
デジタルサービス開始！ 

～PPVを含む高付加価値デジタルサービス展開へ～ 
 

 株式会社京都ケーブルコミュニケーションズ（以下、みやびじょん、本社所在地：京都府京都市、代表者：代

表取締役社長 有山 董氏）は、ジャパン ケーブルキャスト株式会社（以下、ケーブルキャスト、本社：東京都

中央区、代表取締役社長：藪下 憲一）が提供するケーブルテレビ局向けデジタル化ソリューションサービス

「JC-HITS」（ジェイシー・ヒッツ）を利用したCSデジタル多チャンネルサービスを開始することとなりましたので

お知らせいたします。 

 

 みやびじょんは、京都市約２４万世帯を対象にケーブルテレビサービス、インターネット接続サービスに加

え IP電話サービスを提供する京都府最大のケーブルテレビ事業者です。みやびじょんでは平成 17年 3

月 1日より、地上デジタル、BSデジタル、CSデジタル放送など合計 100チャンネル以上のフルデジ
タルサービスを開始します。CS デジタル放送については全面的に JC-HITS を採用し、PPV（ペイ・
パー・ビュー）サービスを含む付加価値の高いデジタルサービス展開を図り、ますます多様化する加入

者ニーズに対応してまいります。 

 

みやびじょんでは、デジタル化の検討にあたって、先行開始局の動向も踏まえ、様々な角度から研究を重

ねてまいりました。その結果、もっとも経営リスクを軽減できるソリューションとして JC-HITS を選択し、デジタ

ルサービスの開始準備を進めてまいりました。デジタルサービスの運用に関しては、これまでのアナログ運用

と異なり、デジタルならではの新たな業務フローや運用フローが発生することを想定。そのため CA システム

については“自社保有ありき”ではなく、アウトソース可能な部分については効率化を図り、本当に必要な設備

のみに投資を行うことで、効率的なデジタル化を実現しました。また、JC-HITS サービスについては、単なる

番組配信サービスとは異なり、PPV サービス始めとする双方向の高付加価値サービスが容易に導入できる

点や、デジタルサービス運用にかかる様々な対応が可能なカスタマーサポート体制が整備されている点につ

いても高く評価されました。 

 

ケーブルキャストでは、RF リターン対応 PPVサービスや多様な自主放送システムへの対応等、今後ともケ

ーブルテレビ事業者様と一体となって、ケーブルテレビ業界の一層の発展のため効率的なソリューションを提

供してまいりますので、引き続きご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。 
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